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【有秋東小　ビオトープ通信】 【ビオトープの生きものたち】

ビオトープの活用方法
■児童・生徒
　全校児童が環境学習の生きた教材として活用している。特に３年
生、４年生が中心となって、ビオト−プ内の動植物の調査及びビオ
ト−プに集まってくる生物調査も行っている。調査したことを更に
詳しく調べ、全校児童や家庭・地域社会へと発信をしている。
■地域住民
　地域の方々もビオト−プには興味関心を抱いておられ、休日に直
接観察にこられたりしている。市原市主催の観察会が本校ビオト−
プで開催されることになり、そこに参加されている方もいる。

■児童への効果
　環境学習の時間は勿論、休み時間も常時ビオト−プに関わり、
新たな水生昆虫を見つけたりと、昨年度より更にビオト−プに関
わる子供たちが増えている。動植物の名前や生態まで詳しく知っ
ている子供たちも増えている。
■教職員への効果
　子供たちに教えるために、自ら動植物の収集や調査･記録をす
るなど、日々の積み重ねが続いている。
■保護者・地域住民への効果
　保護者アンケ−トから、多くの保護者の方々がビオト−プがあ
ることに誇りをもたれ、子供たちの教育に必要性を感じている。
■その他、期待される効果
　市原市主催の自然観察会が昨年度に引き続き、本校ビオト−プ
を会場に開催されるようになった。また、他市からもビオト−プ
を観察させてほしいとの依頼もある。

■保護者
　地域ボランティアグル−プの「わかなえ隊」主催の夏季キャン
プが開催され、ビオト−プを活用しての学習も行われ、保護者の
方々も協力して下さった。

■自治会、町会
　11月20日に本校で行われる環境学習の行事に参加協力を依頼
する際に、ビオト−プへ更に興味関心を持って頂くように、町会
長のみなさんに集まっていただき、直接協力依頼をする。
■その他
　自然密着型及び地域密着型のビオ−プをめざし、保護者や地域
の方々へ今まで以上に協力を呼びかける。

　ビオト−プ整備や管理には、学校だけでは対応できない面も数
多くある。保護者の方々や地域の方々、ボランティアグル−プの
方々の協力が必要である。10月３日、４日の両日には保護者の
方々の参加を得てビオト−プの整備を行った。
　ビオト−プを活用して自然観察会をこれまで年２回行ってき
た。また、市原市主催の自然観察会も予定されている。学校では
環境学習の教材として日々活用している。
　ビオト−プの活用頻度も多くなることから、管理や整備は多く
の方々に関わっていただけるようなシステムを作る予定である。

　今年、日本生態系協会及び関東建設弘済会主催の「関東・水と
緑のネットワ−ク拠点百選」に本校ビオト−プが選定された。こ
のことを多くの方々へアピ−ルし、本校の子供たちは勿論のこ
と、市内の多くの方々へビオト−プがもたらす教育効果を知らせ
ていきたい。そして、学区内外の多くの方々がビオ−プにかかわ
っていただきたい。また、より自然に近いビオト−プとしてのあ
り方を学び、整備、活用、管理を充実させたい。

　整備に関しては、多くの人手を要することから、多くの参加者
を望む。土曜日、日曜日と家庭の行事計画と重なったことから
も、年度当初にビオト−プ再生委員会の方々に集まって計画立案
をするとよかった。
　保護者の方々はビオト−プがもたらす教育効果を肯定しておら
れ、また誇りにもしておられる。このことは職員も同じである。
更に、子供たちや保護者の方々、地域の方々からも愛着を持たれ
るビオト−プとしたい。

[今後生息・
生育させたい生物]

カワニナの数が増えてお
り、昨年来からの計画
としてホタルが飛び交う
ビオト−プの実現を目指
している。また、今年は
ビオト−プ内にカルガモ
が営巣し、雛５羽を孵し
た。多くの動植物の営み
が自然と行われるビオト
−プとしたい。

【コンセプト】
　ビオト−プは、学校の校庭の東側のコ−ナ−に設置してあ
る。ビオト−プ内にはメタセコイア、シラカシ、アオギリ、
ケヤキ、ヒノキ、イチョウといった樹木があり、その下には
自然の植物群が自生している。今年、５月にカルガモがビオ
ト−プ内に営巣し、雛５羽をかえした。このように子供たち
が普段あまり接することがない動植物に実際接することによ
り、自然に対して興味関心が持てるよう配慮してある。ま
た、環境教育の教材として、豊かな体験活動ができるように
木道を設置し、子供たちがいつでも活用できるように工夫を
凝らした。

●場所／学校敷地内
●面積／890㎡
●設置者／学校
●設置した年／1994年
●直近の改修年／2009年
●主な管理者／児童・職員・わかなえ隊

【観察会での児童の真剣な表情】【児童が描いた有秋東小ビオトープのイメージ画】

〒299-0115　　市原市不入斗753
TEL 0436-66-0026　　FAX 0436-66-7097
■児童数／254人　■教職員数／20人　■周辺環境／水田 山林	 （平成21年５月１日現在）
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保護者、地域との連携

ビオトープの効果

今後の展望

整備・活用・管理等の課題

整備担当者(教員、児童、保護者等)から


